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ＶＩＳＩＡＴＬＡＳを用いた冠動脈プラークの経時的変化と脂質に関する検討 

 

＜はじめに＞ 冠動脈疾患危険因子の中で、プラークの進展に強く関与していると思われるのは脂質異常症である。今回我々

は、血管内超音波画像診断ソフトウエア「ＶＩＳＩＡＴＬＡＳ」を用いて冠動脈プラークの経時的変化と脂質について比較検

討した。＜方法＞当院で２００９年の８月～２０１２年の８月の間に、同じ血管に対して２回以上ＰＣＩに成功し、同じ部位

に２回（４か月以上間隔があいている）ＩＶＵＳを行った７４症例を、１回目と２回目の冠動脈プラーク体積が２０％以上増

加した群（増加群）２１例と２０％以上減少した群（減少群）２０例に分けて検討を行った。 ＜結果＞脂質パラメータの結果

からは、ＴＣ、ＬＤＬ-Ｃ、Ｌ／Ｈ比が増加群、減少群ともに減少しており、減少群の方がより大きく減少していた。 プラー

ク体積と組織性状の結果からは増加群では冠動脈プラークの Lipid 成分の体積が有意に増加しており、逆に減少群では大きく

減少していた。両者の比較では有意差はなかった。 ＜結語＞冠動脈プラーク増加群と減少群の脂質パラメータ、プラーク体積

と組織性状の変化率において有意差はなかった。 しかし、冠動脈プラークの経時的な減少にはやはり脂質が大きく関与し、早

期のプラーク減少はLipid成分の減少から始まっている可能性があることがわかった。 
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